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令 和 ７ 年 第 ４ 回 市 議 会 定 例 会 一 般 質 問 一 覧 表 

 

  １ 日   時  令和７年１２月３日（水） 午前９時３０分 

           令和７年１２月４日（木） 午前９時３０分 

            

  ２ 質 問 者 （質問順） 

 

 新緑水クラブ      １００分 （１ 井 上 正 人、２ 坂 本 拓 也、３ 中 村 義 幸、４ 早 川 康 司、 

５ 秋 葉 みどり） 

 市友会          ２０分 （６ 工 藤 政 明） 

    公明党          ４０分  （７ 井 上 純 一、８ 石 丸 喜久雄） 

    日本共産党議員団     ４０分 （９ 加 藤 典 子、10 坂   ゆかり） 

    子どもたちに青い空    ２０分 （11 村 瀬 進 治） 

 

  ３ 質問事項、要旨及び項目 
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質  問  者  １ 井 上 正 人 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 在宅当番医制度に

ついて 

１ 本市の在宅当番医制度は制定か

ら長い年月が経過している。一方

で、現在は医薬分業が進み、医薬

品を十分に備蓄していない医療機

関が増えている。このため、当番

医の近隣薬局の協力が不可欠とな

っており、薬剤師会も医師会と同

様に制度の枠組みに組み入れるこ

とが、患者への薬剤提供を円滑化

し、ひいては市民福祉の向上につ

ながると考える。そこで、本制度

の見直しについて見解を問う 

 市内の在宅当番医のうち、院内処方と院外処方の内訳はどのよ

うか 

 市内に日曜日、祝日等に休日院外処方箋を受け付けている薬局

は何か所あるか 

 医師会には在宅当番医の対応を依頼しているが、薬剤師会に休

日院外処方箋対応を依頼しない理由はどのようか 

 医薬分業が進んだ現在では、休日院外処方箋対応薬局がないと

制度が成り立たないと考えるが、本市の考えはどうか 

 在宅当番医制度の中に薬剤師会を組み入れるべきと考えるがど

うか 

 

２ 妊婦へのＲＳウイ

ルスワクチン接種に

ついて 

１ 出産直後の新生児がＲＳウイル

ス感染症に罹患すると重症化する

ことがある。妊娠後期の妊婦がＲ

Ｓウイルスワクチンを接種するこ

とで、胎児に免疫が移行し、重症

化を予防できるとされている。こ

うした観点から、妊婦へのワクチ

ン接種に対する考えを問う 

 出産直後の新生児のＲＳウイルス感染症の罹患者数はどのよう

か。また、そのうち重症化した罹患者数はどのようか 

 出産直後の新生児のＲＳウイルス感染症での重症化を防ぐた

め、妊婦を対象としたワクチン接種に対する補助の考えはあるか 
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質  問  者  ２ 坂 本 拓 也 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 安心安全な道路整

備について 

１ 富木島地区の各町内会、コミュ

ニティの代表者を中心に都市計画

道路名古屋半田線４車線化推進協

議会が令和６年１０月に設立さ

れ、これまでアンケートの実施や

県への要望活動等、地域主導の取

組が進められている。地域と行政

が一体となって進める安全で快適

な道路整備について、市の今後の

取組方針を問う 

 都市計画道路名古屋半田線４車線化推進協議会が地域住民に対

する意向調査を行っているが、アンケートの結果を受けて、今後

の測量等のスケジュールはどのようか 

 都市計画道路名古屋半田線富木島地区の４車線化が事業化され

た場合の事業主体は愛知県であるが、市としての支援体制をどの

ように考えているか 

 

２ 令和６年に開催された、こども

未来会議で明倫小学校の児童から

提案された横断者注意喚起灯の設

置が実現し、地域では児童や保護

者から高い評価を得ている。こう

した取組は、子どもたちの声をま

ちづくりに生かした好事例であ

る。子どもの命を守る安全対策と

して、今後の本市の取組について

問う 

 令和６年のこども未来会議での提案を受けて明倫地区に設置さ

れた横断者注意喚起灯について、その効果の検証方法と結果はど

のようか 

 信号機が設置されていない横断歩道における、交通事故を未然

に防止するための取組状況はどのようか 

 保育園、幼稚園周辺の信号機が設置されていない横断歩道の安

全対策は、特に重要であると考える。園児が安全に横断できるよ

う、本市は今後どのように取り組む考えか 
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２ アジア競技大会の

レガシーについて 

１ 令和８年９月に開催されるアジ

ア競技大会では、本市がカバディ

競技の会場となる。この貴重な機

会を単なる大会開催に留めるので

はなく、地域のにぎわい創出や観

光振興、そして子どもたちの夢へ

とつなげるレガシーとして活かす

ことが重要である。アジア競技大

会を契機に、本市の新たな価値を

築くための取組方針について問う 

 大会期間中に、会場に入ることのできない市民や市外県外から

の来訪者が、気軽に参加できるパブリックビューイングやイベン

トを創造の杜交流館で開催することは、大会のにぎわいを創出す

ることに大変有効であると考えるがどうか 

 大会終了後も、アジア競技大会を通じて、子どもたちの夢や地

域の活力につなげるレガシーづくりをどのように進める考えか 

 

３ ＡＩの今後の活用

について 

１ 行政サービスの多様化・高度化

に伴い、限られた職員数で効率的

に業務を行うことが求められてい

る。本市においても職員定員適正

化計画の中で、行政手続のオンラ

イン化やＡＩ等の導入をより強力

に推進する必要性が示されてお

り、行政のＤＸ化は全国的な課題

である。本市の持続可能な行政運

営に向けた取組について問う 

 本市では、ＡＩをどのような業務で活用しているか。また、今

後どのように活用を進めていくか 

 開庁時間の変更に合わせ、住民対応サービスを向上させるた

め、今後ＡＩや音声案内等を活用し、開庁時間外の問い合わせ等

にも柔軟に対応できる体制を整える考えはどうか 

 職員定員適正化計画にも「デジタル化に対応できる人材の確

保・育成が重要」と示されているが、本市では、デジタル化の推

進にあたり、ＡＩをはじめとする新たな技術に対応できる職員の

あり方をどのように考えているか 

 今後、職員がＡＩを使いこなすことにより、職員一人当たりの

生産性の向上がさらに求められることとなるが、職員のＡＩ活用

能力を向上させるために、どのような方策が適切だと考えるか 
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４ 創造の杜交流館の

利用促進について 

１ 創造の杜交流館は、映像に関す

る創作活動や市民の交流拠点等と

して整備されたが、開館以降の利

用率は必ずしも高いとはいえず、

施設の魅力を十分に発揮できてい

ない状況にあり、今後より多くの

市民や来訪者が利用しやすい環境

を整えることが求められる。人が

集い、まちの魅力を高める拠点と

して、今後どのように活用してい

くのかについて問う 

 開館以降の利用状況や課題をどのように分析しているか 

 指定管理者による自主事業の実施は、施設の魅力向上につなが

ると考えるが、今後の具体的な活用策はどのようか 
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質  問  者  ３ 中 村 義 幸 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 教員の働き方改革

について 

１ 近年、全国的に教員の長時間労

働が大きな課題となっている。授

業以外にも、校務、保護者対応、

各種行事の準備等、非常に多岐に

渡る業務を担っており、教員が本

来注力すべき授業の質の向上や児

童生徒と向き合うための時間が確

保しづらい状況である。その中

で、教員の働き方改革と外部委託

の活用が重要な鍵になると思われ

るが、本市の課題と取組について

問う 

 本市における教員の勤務時間や時間外在校等の実態はどのよう

か 

 教員の業務負担軽減のため、現在どのような取組を行っている

か。また、課題は何か 

 他自治体では、学校用務・徴収金管理等を外部委託している例

があるが、本市ではどのような業務を外部委託しているか 

 教員以外でも担うことのできる業務を整理し、必要に応じて外

部委託等を活用する方針を検討しているか 

 

２ 愛知県教育委員会は「愛知県公

立学校働き方改革ロードマップ

（２０２４年９月）」を発表し、

市町村教育委員会と連携し、働き

方改革により、質の高い教育の提

供や子ども達の学びの充実を実現

するよう求めているが、本市の今

後の方針を問う 

 教育の質の向上のため、愛知県教育委員会が発表した働き方改

革ロードマップをどのように分析し、認識しているか 

 東海市版の働き方改革ロードマップを作成する考えはあるか 
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３ 外国語教育に関する学習指導要

領の改訂が重ねられる中で、本市

としても英語教育について強化を

してきた。市内小中学校におけ

る、聞くこと、読むこと、話すこ

と、書くこと等の英語力の現状と

課題について問う 

 本市の小中学校に所属し、英語の教員免許を所有し、主に英語

の授業を担当する正規教員は何人か。また、その内、英検準１級

以上を取得している教員は何人いるか 

 英語の授業を担当する教員の指導力向上に向けた研修や支援体

制はどのようか 

 英語教育において、ＡＬＴや外部講師等専門人材の活用状況と

今後の課題は何か 

 学習指導要領の改訂が重ねられる中、本市の児童生徒の英語力

についてどのような指標で測定しているか。また、英語教育の成

果と課題はどのようか 

 

２ 学校におけるカス

ハラの対応について 

１ 学校に対する保護者等からの過

度な要求や不当なクレーム、長時

間の拘束等のカスタマーハラスメ

ント、いわゆるカスハラが問題に

なっている。本市における学校現

場でのカスハラ対応について問う 

 過去３年に学校側から教育委員会へ報告されたカスハラ事案の

件数は何件か 

 学校におけるカスハラ対応に関するガイドラインの作成や基準

の整備をどのように進めているか 

 カスハラ対策として録音対応や相談窓口の設置等、環境整備を

どのように進めているか 
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３ 災害時における地

元業者の協力体制に

ついて 

１ 愛知県では公募型プロポーザル

方式により地元業者を募集し、土

木施設防災安全協定を結んで巡視

業務、災害応急工事、緊急維持修

繕工事等を行うことにより、二次

災害の防止や迅速な災害活動の実

現に努め、県民の安心安全を担保

している。本市における土木施設

防災安全協定に対する考えを問う 

 地域のインフラを熟知した地元業者の能力を本市はどのように

評価しているか 

 地元業者が事業継続計画を策定する際にどのような支援を行っ

ているか 

 地元業者が所有する重機、車両、発電設備や土木・建築・水道

の専門人材、地域の地形・危険箇所への知識、人員の機動力等

は、災害対応に極めて有効だと考えるが、市としてどのように生

かしているか 

 現在、東海市防災活動協力事業者協会の活動状況を把握してい

るか。また、本協会に対し、市はどのように業務を依頼している

か 

 これまで地元業者が緊急時の出動要請に対応できなかった事例

はあったか。また、対応してくれる業者に対して支援を行ってい

るか 

 今後、公募型プロポーザル方式により、地元業者を募集し、土

木施設防災安全協定を結ぶ考えはあるか 

 

４ 市内本店建設業者

の育成について 

１ 災害に強いまちづくりを進める

には、行政の取組だけでなく、地

域を支える地元建設業者の力を最

大限生かすため、継続的に育成し

ていくことが極めて重要だと考え

る。しかし、建設業界は慢性的な

人手不足、職人技術者の高齢化、

若年層の入職の減少、資材価格・

燃料費の高騰、働き方改革の対応

負担、デジタル化への対応の遅

れ、後継者不足等課題が山積して

いる。本市に本店所在地のある建

設業者の育成について問う 

 指名競争入札における市内に支店も含めて所在地のある指名業

者は土木、建築、水道、舗装、造園それぞれＡＢＣＤランク別で

何者あり、また、支店業者はそれぞれＡＢＣＤランク別で何者あ

るか 

 本市の発注基準におけるランク別の指名業者数はどのようか。

また、近隣市町の発注基準の指名業者数をどのように把握してい

るか 

 本市の発注基準は、どのように決められているのか。また、こ

れまでの発注基準の見直し状況及び、今後、ランク別の指名業者

数を実態に合わせ減らす考えはあるか 
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５ 担い手３法の実施

状況について 

１ 国は建設業の担い手を育成・確

保するために２０２４年６月に建

設業法、公共工事の入札及び契約

の適正化の促進に関する法律、公

共工事の品質確保の促進に関する

法律、いわゆる第三次・担い手３

法が成立し、地方自治体に対し発

注者として担い手３法の要件を実

務に落とし込むことを求めてい

る。本市における実施状況を問う 

 積算時に工期の根拠を明示するとともに、猛暑日等の不稼働日

を考慮した適正な工期を設定しているか 

 週休２日モデル工事の導入・拡大を図っているか 

 ダンピング防止、底値競争の抑制、適正な予定価格の算定等、

安すぎる発注をしない対策を行っているか 

 総合評価方式で技術者能力やＣＣＵＳ技能者登録、地域要件の

設定を評価項目に入れているか 

 工事中の設計変更を迅速に行っているか。また、変更協議に係

る時間の経費である共通仮設費、現場管理費、一般管理費等を変

更契約に含んでいるか 

 物価スライド条項の運用基準の策定状況及びこれまでの物価ス

ライド条項を適用した変更件数はどのようか。また、物価スライ

ド条項について、地元業者への研修会、説明会を実施しているか 

 国や県が推進しているドローン測量、３次元のＢＩＭ・ＣＩ

Ｍ、電子納品等のＩＣＴ施工を本市でも導入しているか 

 施工管理や検査のデジタル化をどのように進めているか。ま

た、課題は何か 
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質  問  者  ４ 早 川 康 司 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 空き家対策と利活

用の促進について 

１ ２０２３年の「空家等対策の推

進に関する特別措置法」改正で

は、倒壊の恐れがある特定空家等

に加え、管理不全空家等も指導対

象に追加されている。適切な管

理・利活用を進めるためには、実

態調査、所有者情報・意向の把握

や官民連携の強化が重要である。

本市の実情と今後の総合的な空き

家対策と支援制度の方向性につい

て問う 

 ２０２５年に実施されている空家等実態調査による、市内の空

き家総数、管理不全空家等及び特定空家等の件数の現状と推移は

どのようであるか 

 空家等実態調査の空き家総数の結果を受けて、２０１７年３月

に１０か年計画として策定した東海市空家等対策計画の取組状況

と課題をどのように認識しているか 

 空き家対策として、空き家を地域資源として活かす取組が全国

で広がっているが、本市としても活用可能な空き家の改修・リフ

ォーム費用補助等の支援策を考えてはどうか 

 

２ 消防・救急体制の

充実強化について 

１ 少子高齢化が進む中、救急需要

の増と担い手不足等に起因する相

対的な供給減によって、現在の救

急体制の維持は今後難しくなるこ

とが想定される。新たな住宅開

発・企業進出、道路・インターチ

ェンジ等の都市基盤の整備が進む

中、市民の生命・財産を守るため

に、消防・救急体制の充実強化に

向けた早急な対策について問う 

 消防・救急体制の現状と課題はどのようか。また、課題の解決

に向けて、今後どのような取組を考えているのか 

 女性職員や高齢救急隊員の活躍及び傷病者の救命率向上のため

に、救急隊員の身体的負荷軽減を目的とした設備導入等を考えて

はどうか 

 今後も救急需要の増加及び多様化する災害に的確に対応するた

め、消防業務の質の維持・向上等の観点から消防職員の労務管理

及び職務環境の整備をどのように考えているのか 

 新たな住宅開発・企業進出、道路・インターチェンジ等の都市

基盤の整備が進む中、近隣消防機関との連携及び情報共有を図

り、あらゆる環境の変化や災害の複雑化に対応するため、どのよ

うな取組を実施しているのか 
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３ 緑陽公園と周辺整

備に向けた取組につ

いて 

１ 緑陽公園整備事業は、２０１４

年度から事業に着手し、第２期区

域１３.４ヘクタールの整備が２

０２６年度末まで５年延伸された

中、緑陽公園第３期以降区域から

除外された区域では重症心身障害

児者施設や大型物流施設が開設さ

れた。周辺環境や地域特性を反映

した総合公園として、現在の進捗

状況と今後の事業促進に向けた本

市の方向性について問う 

 緑陽公園整備事業の用地買収と公園整備の状況はどのようか 

 第２期の事業認可期間を５年延伸し、２０２６年度末までとし

ているが、現地の整備が進んでいない理由と第３期以降の区域を

含めた今後の予定はどのようか 

 名和地区の周辺整備と今後の影響を踏まえ、周辺環境や地域特

性を反映した総合公園として、緑陽公園へのアクセス性の向上が

求められるが、どのような検討がされているのか 

 

４ 高齢者の外出支援

策と認知症施策につ

いて 

１ 高齢化の進行に伴い、単身高齢

者の増加や認知症高齢者の増加が

見込まれており、孤立防止や健康

寿命の延伸に向けた対策が重要と

なってくる。高齢者の社会的つな

がりを維持・拡大することは、心

身の健康維持や認知症予防にも効

果的である。本市として、今後の

高齢者の外出促進に向けた支援策

と認知症対策の取組方針について

問う 

 社会的つながりが少ない単身高齢者の課題をどう認識している

か 

 単身高齢者等が孤立しないための外出支援や地域での交流の機

会を増やす支援に対する普及啓発をどのように進めているのか 

 近年地域では、外出促進のきっかけとなり、楽しみながら脳の

活性化が図られる健康マージャンが注目され、機運が盛り上がっ

ているが、今後市として認知症予防につながる施策をどのように

考えているか 

 認知症当事者や家族、医療・介護関係者等の意見をはじめ、地

域での認知症予防に対する取組を反映した本市の実情に即した具

体的で実効性ある認知症施策推進計画を策定する考えはどのよう

か 
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質  問  者  ５ 秋 葉 みどり 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

1 子どもたちによる

ＳＮＳトラブルにつ

いて 

１ スマートフォンの普及ととも

に、子どもたちによるＳＮＳトラ

ブルが深刻な社会課題となってい

る。ＳＮＳの利用を通じて子ども

たちが犯罪被害にあわないために

は、様々な教育や連携が必要とな

ってくる。ＳＮＳトラブルから子

どもたちを守るための、本市の考

えを問う 

 これまで小中学校において、どのようなＳＮＳトラブルを把握

しているか 

 ＳＮＳトラブルが起きた場合、どのような対応を取っている

か。また、相談窓口はどのように整備し周知しているか 

 ＳＮＳトラブル未然防止のために、児童生徒に対しどのような

教育を行っているか 

 ＳＮＳトラブルから児童生徒を守るために、保護者に対してど

のような働きかけをしているか。また、保護者との連携を強化し

ていくべきと考えるがどうか 

 

２ 不登校対策につい

て 

１ 本市では、不登校児童生徒を減

少させるために、様々な事業を行

ってきている。しかし、不登校児

童生徒数は明らかな増加傾向が続

いており、喫緊の課題となってい

る。その対策としてスクールソー

シャルワーカーが配置されている

が、絶対数が足りないことにより

支援が十分に行き届かないこと

や、スクールソーシャルワーカー

の過度な負担を危惧するところで

ある。不登校対策についての、本

市の考えを問う 

 現在、スクールソーシャルワーカーはどのように配置されてい

るか。また、その雇用形態はどのようか 

 それぞれのスクールソーシャルワーカーが支援している人数は

どのようか。また、どのような場合に、スクールソーシャルワー

カーとしての活動があるか 

 近隣市町において、スクールソーシャルワーカーの配置状況は

どのようか 

 不登校対策を進めるためには、スクールソーシャルワーカーの

配置数の増加が必要と考えるがどうか。また、雇用形態をすべて

正規雇用にすべきと考えるがどうか 
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３ 文化活動発表の場

の充実について 

１ 本市では多くの市民が、絵画や

写真、書等に親しみを持ち、共通

の趣味を通じて交流を持ちながら

生活を送っている。それらの発表

の場として、様々な公共施設にギ

ャラリーが設置されているが、利

用する際の不便さ等から近隣市町

の文化施設で展示会を行う団体も

多いと聞く。市民の文化活動発表

の場の充実について、本市の考え

を問う 

 過去５年間の芸術劇場ギャラリーの利用状況はどのようか。ま

た、利用者からはどのような声を聞いているか 

 創造の杜交流館多目的ギャラリーにおける絵画や写真展示等の

利用状況はどのようか。また、これまで旧文化センターで展示を

行ってきた団体の利用はあるか 

 市役所市民ギャラリー等の通路をギャラリーとしている場所に

おいて、設備や照明はどのように考慮されているか 

 市役所市民ギャラリーにおいて、老朽化した設備の更新が必要

と考えるがどうか 

 

４ 生活保護申請者へ

の対応について 

１ 生活保護は生活に困っている人

が最低限の暮らしを送ることがで

きるように支援する制度であり、

誰でも申請できる最後のセーフテ

ィネットとなっている。その申請

を受け付ける際、申請者の財布の

小銭まで共用スペースで確認して

いた自治体があったことが報道さ

れ、申請者の尊厳を傷つける行為

として問題視された。本市におけ

る生活保護申請者への対応につい

て問う 

 過去５年間の生活保護受給者数はどのようか。また、受給世帯

に特徴はあるか 

 生活保護申請時に、申請者に対しどのような説明や案内を行っ

ているか 

 生活保護受給者に対し、どのようなサポートを行っているか 
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５ ごみの減量と分別

に対する取組につい

て 

 

１ ごみの減量と分別は、環境保護

や資源循環のために大切な取組で

ある。本市においてはごみ指定袋

制度が導入されており、分別の徹

底によるごみの減量と資源化の促

進を目指しているが、リサイクル

に回せる資源が可燃用袋によって

捨てられることも多い。近隣市町

では指定袋の文言を一新すること

でごみの減量を目指す取組が始ま

った。ごみの減量と分別に対する

取組について、本市の考えを問う 

 ごみ処理及び資源化の状況について、どのように捉えているか 

 ごみの減量と資源化の促進に対して、どのような課題があるか 

 可燃用袋の表面の文言を一新することで、市民の意識に変化が

生まれ、一層のごみの減量と資源化が図られると考えるがどうか 
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質  問  者  ６ 工 藤 政 明 議 員 （市友会） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 局地的豪雨に強い

まちをつくる取組に

ついて 

１ 令和７年９月に三重県四日市市

で発生した記録的な大雨により、

四日市市内の地下駐車場に大量の

雨水が流入し、駐車していた多く

の自動車が地下駐車場内に取り残

され、水没する被害が発生してい

る。洪水浸水想定区域にも含まれ

ている芸術劇場の地下駐車場にお

ける雨水対策等について、本市の

状況と考えを問う 

 芸術劇場の地下駐車場はどのような自動車が何台駐車すること

が可能なのか。また、人や自動車の地上階への移動はどのような

方法が備えられているのか 

 雨水等の流入防止のために、どのような方策が備えられている

のか。また、雨水等が流入した場合の排水はどのように施される

のか 

 公共施設等に付随する駐車場の多くは、自然災害による損害を

免責事項としていると聞くが、芸術劇場地下駐車場に駐車された

自動車の自然災害による損害の補償はどのように定められている

のか 

 

２ 市内に存在するため池を雨水貯

留施設として活用することで、浸

水被害の軽減を図る浸水対策用た

め池活用検討事業について、本市

の状況と考えを問う 

 現在本市にはどれほどのため池が存在するのか。また、それら

のため池はどのような目的で存在しているのか 

 浸水対策用ため池活用検討事業を実施するため池の選定条件

は、どのように定められているのか。また、条件を満たし検討を

行うため池は何か所あるのか 

 検討を実施するため池に、愛知県知事が指定する防災重点農業

用ため池が含まれることはないのか 

 経年等による土砂流入等で、ため池の貯留量が減少すると想像

するが、活用が見込まれているため池の維持管理はどのように進

められるのか 
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２ 子育てを応援する

まちを目指す取組に

ついて 

１ 無料もしくは安価な食事と団ら

んを提供している子ども食堂の安

全安心な運営について、本市の状

況と考えを問う 

 現在本市にはどれほどの子ども食堂が開設されているのか。ま

た、愛知県社会福祉協議会が制作している子ども食堂マップを本

市独自で制作し、市民に開設情報を提供する必要性をどのように

考えているのか 

 ボランティア保険料や検便検査料等の費用を補助する等、子ど

も食堂の運営を支援する方策を講じる必要性をどのように考えて

いるのか 

 

２ 十干と十二支の組合せによる干

支は６０年に１度巡ってくること

となるが、令和８年の干支は丙午

を迎えることになる。丙午と子育

て支援策について、本市の状況と

考えを問う 

 昭和４１年及びその前後の年における出生数はどのような状況

なのか。また、本市の令和８年の出生数をどのように考えている

のか 

 昭和４１年と同様に出生数が大きく変動した場合、公立保育園

の運営にどのような影響が生じると考えているのか。また、その

影響への対応策をどのように考えているのか 

 丙午の干支を迎えるにあたり、子育て支援策を更に充実させる

必要性をどのように考えているのか 

 

３ 緑化により園庭の砂埃の抑制や

温度上昇が抑えられる等の効果を

期待し進められた公立保育園の園

庭芝生化について、本市の状況と

考えを問う 

 園児一人当たりに必要な園庭の広さはどのように定められてい

るのか。また、公立保育園の園庭は、その基準をどのように満た

しているのか 

 事業開始から１６年が経過しているが、その後の園庭の芝生の

生育状況をどのように把握しているのか。また、芝生の維持管理

はどのように進められているのか 

 芝生の生育が順調ではない園庭は、芝生化と同等の効果を得る

ことを目的に、人工芝等を導入する必要性をどのように考えてい

るのか 
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３ 生物多様性の諸課

題を解決する取組に

ついて 

１ 生物多様性の保全が進められて

いることに伴い、多様な動植物の

生息や生育が確認される中、有害

鳥獣による市内全域の田畑の果樹

及び野菜等への被害や市街地にお

ける糞尿等の被害が報告されてい

る。有害鳥獣の生息や被害につい

て、本市の状況と考えを問う 

 令和６年度における本市に生息している有害鳥獣の種類及び農

作物の被害状況をどのように把握しているのか。また、令和８年

度の被害軽減の目標をどのように考えているのか 

 駆除協力者へ謝礼の交付を定めているが、謝礼交付の対象とな

る有害鳥獣の種類及び駆除方法並びに謝礼金額はどのように定め

られているのか。また、令和６年度の交付実績はどのようか 

 現在、農作物への被害報告はないが、市内で生息が確認されて

いる有害鳥獣はどのようなものがあるのか。また、今後の被害防

止対策をどのように考えているのか 

 

２ 日本では北海道のキタキツネが

主な感染源で北海道が流行地域と

されているエキノコックス症につ

いて、愛知県は知多半島内で確認

された犬のエキノコックス症の発

生を公表し、注意を呼び掛けてい

る。エキノコックス及びエキノコ

ックス症について、本市の状況と

考えを問う 

 エキノコックスとはどのようなものなのか。また、動物のエキ

ノコックス症とはどのような感染症で、人への感染の危険性をど

のように把握しているのか 

 愛知県により感染源対策として知多半島内で駆虫薬入りの餌の

散布が行われているが、市内の散布の計画及び実績をどのように

把握しているのか 

 動物のエキノコックス症に関する正しい知識及び相談先並びに

感染を拡げないための周知・啓発はどのように進められているの

か。また、犬の飼い主を対象として取組を強化する必要性をどの

ように考えているのか 

 

４ 緊急自動車の安全

運行確保の取組につ

いて 

１ 消防用及び救急用の緊急自動車

の運行は突然に決まり、運行に必

要な準備を整える時間は限られな

がら、すぐに運行しなければいけ

ない。また、緊急自動車を安全に

運行するためには相応の技能及び

知識が必要になると思われる。消

防用及び救急用の緊急自動車を安

全に運行するための確認事項及び

運転技能等の向上策について、本

市の状況と考えを問う 

 本市が保有している消防用及び救急用の緊急自動車の車種及び

目的はどのような状況なのか。また、その自動車を運転するため

にはどのような資格が必要になるのか 

 運転士の酒気帯び及び体調並びに運転資格の確認は、他の公用

車運行時よりも慎重に行うべきと考えるが、その確認はどのよう

に行われているのか 

 緊急自動車の運転に必要な技能及び知識の維持や向上を図る方

策をどのように講じているのか。また、技能や知識を確認する機

会は設けられているのか 

 法人等が運営する研修機関等を活用し、実践的かつ専門的で高

度な技能と知識を学ぶ機会を設ける必要性をどのように考えてい

るのか 
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質  問  者  ７ 井 上 純 一 議 員 （公明党） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 災害時の在宅避難

支援について 

１ 能登半島地震では、高齢者や障

がいのある人たちが拠点避難所を

避け在宅避難を望む傾向が見られ

た。高齢化が進む中、安心して避

難生活を送るためには、在宅避難

支援も今後必要である。能登半島

地震では耐震基準が変更された２

０００年６月以降の建物の倒壊率

や大破率が著しく低かったことか

ら、在宅避難の可能性を広げるた

め、耐震診断及び耐震改修工事費

補助の対象を拡充すべきであると

考え、本市の取組について問う 

 在宅避難の可能性を広げる観点から、耐震診断及び耐震改修工

事費補助の支援を２０００年５月以前に建てられた木造住宅まで

拡充すべきと考えるがどうか  

 

２ 災害時には、拠点避難所以外の

在宅・車中避難等の避難者は支援

を受けにくく、孤立や健康悪化の

恐れがある。岩手県では、ＬＩＮ

Ｅを活用した避難者の位置情報や

支援ニーズを登録する仕組を実証

し、迅速な支援につながるとの報

告がある。本市でも同様に、多く

の市民が使い慣れたＬＩＮＥ等を

活用して在宅避難者の安否確認や

支援要請を双方向で行える避難者

情報管理システムを導入すべきで

あると考え、本市の取組を問う 

 拠点避難所以外の避難者を把握し支援するため、ＬＩＮＥ等を

活用した避難者情報管理システムを導入すべきと考えるがどうか 
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２ 乳がんの早期発見

の取組について 

１ 乳がんは女性がんの中で最も発

症数が多いがんである一方で、早

期発見すれば、ほとんど治癒可能

であるにもかかわらず、検診受診

率は、未だ全国平均５０％未満で

ある。そのような中、本市は、令

和８年度から国の指針に沿い、乳

がん検診を２年に１回に変更す

る。これを契機に検診受診率アッ

プを目指し、初めての検診となる

４０歳にクーポン配布と個別勧奨

を組み合わせ、受診への行動変容

を促す攻めの予防医療にシフトす

べきと考え、本市の取組を問う 

 令和８年度から乳がん検診を４０歳以上で２年に１回に変更す

る理由は何か 

 検診率アップの取組として、４０歳到達者に無料クーポンと初

回検診の不安解消を図るリーフレットを配布し、更に個別勧奨・

再勧奨を実施してはどうか 

 ４０歳の無料クーポン配布の際に、ＳＮＳやメールによる継続

的な個別勧奨を受けるための同意登録を促してはどうか 

 

 

３ 妊産婦支援の強化

について 

１ 妊娠期から出産・産後まで一貫

して同じ助産師が母親を支える

「マイ助産師制度」は、産後うつ

や虐待防止、愛着形成促進に加

え、心身の安定により出産を円滑

かつ自然に進める効果が期待でき

る。そこで、まず希望者に対する

妊娠８か月面談を医療機関で受け

られる無料の助産師面談に切り替

え、その後、支援が必要な層から

「マイ助産師制度」の段階的導入

を進めるべきと考え、本市の取組

を問う 

 現行の伴走型支援において実施されている希望者に対する妊娠

８か月面談を医療機関で受けられる無料の助産師面談に切り替

え、市内の全ての妊産婦の方が安心して出産に臨めるようサポー

トしてはどうか  

 「マイ助産師制度」を段階的に導入し、周産期ケアを充実させ

るべきと考えるがどうか 
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質  問  者  ８ 石 丸 喜久雄 議 員 （公明党） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 聚楽園公園につい

て 

１ 聚楽園公園は、市民の憩いの場

として長年親しまれている一方、

施設や園路の老朽化が進み、利用

環境の改善が求められている。現

在の利用状況や施設の老朽化の実

態、市民や利用者から寄せられて

いる意見・要望、将来的なリニュ

ーアル整備に対する市の考え方及

び当面の対策について問う 

 現在の利用状況や施設の老朽化の実態をどのように把握してい

るか 

 市民や利用者から寄せられている意見・要望にはどのようなも

のがあるか 

 将来的なリニューアル整備について、どのように考えているか 

 当面は老朽化した園路の改修工事を優先的に進めるべきと考え

るが、見解はどうか 

 

２ 聚楽園公園ヤカン池の堤体につ

いては、令和７年度に地震動レベ

ル２による耐震診断調査が予定さ

れていることから、その内容や進

捗状況、今後のスケジュールと診

断結果の公表時期、市民への情報

提供の方法及び補強・改修が必要

と判断された場合の対応方針につ

いて問う 

 地震動レベル２による耐震診断の調査内容、範囲及び進捗状況

はどうか 

 今後の調査スケジュールと診断結果の公表時期の見込みはどう

か。また、市民への情報提供をどのように行う考えか 

 今後の診断結果により補強・改修が必要と判断された場合の対

応方針はどうか 

 

２ 住宅用火災警報器

の設置率の向上につ

いて 

１ 住宅火災による被害を防ぐ上で

住宅用火災警報器の設置は極めて

重要である。本市における設置率

の現状及び設置促進等の取組内容

について、さらに購入費用に対す

る補助制度の導入及び高齢者や障

がい者等、設置が困難な世帯への

支援策の考え方について問う 

 市内の住宅用火災警報器の設置率の現状はどうか 

 現在、本市が行っている設置促進・啓発の取組内容はどうか 

 住宅用火災警報器の購入費用に対する補助制度の導入につい

て、どのように考えているか 

 高齢者や障がい者等、自分で設置することが困難な世帯への支

援策について、どのように考えているか 
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３ キャッシュレス決

済ポイント還元につ

いて 

１ 市内小規模事業者キャッシュレ

ス決済ポイント還元事業はこれま

で６回実施されているが、対象決

済事業者が４社になった直近４回

における還元総額の推移につい

て、また、店舗の参加条件、支援

窓口の利用状況等及び今後の継続

実施に向けた考えと課題について

問う 

 直近４回における還元総額の推移はどうか  

 事業の対象店舗に参加できる条件はどのようか。また、今まで

に参加条件の変更はあったか 

 キャッシュレス決済利用支援窓口の利用状況及び利用者の満足

度はどうであったか  

 事業の継続実施に向けての考え及び課題はどうか 

 

４ 物価高対策につい

て 

１ 政府の新たな経済対策におい

て、物価高騰の影響を緩和するた

め、自治体が自由度高く活用でき

るいわゆる「重点支援地方交付

金」の拡充を予定している。本市

においても、国の交付金を最大限

活用し、即効性ある支援を速やか

に講じる体制整備が求められるこ

とから、国の動向を踏まえた本市

の準備状況や交付金の具体的な活

用の方向性について問う 

 本市として、交付金を活用した物価高対策の検討体制及び準備

状況はどうか 

 物価高の影響が大きい家庭に対し、即効性ある支援を速やかに

実施するための体制整備をどのように進めているか 

 本市として想定している支援メニューはどうか。また、事務コ

ストがかからず速やかに実施できる支援メニューとして水道料金

の減免も検討してはどうか 
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質  問  者  ９ 加 藤 典 子 議 員 （日本共産党議員団） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 学校給食費無償化

に向けた準備につい

て 

１ 政府は２０２５年２月に２０２

６年度から小学校の給食の無償化

を目指すことを表明した。また、

２０２５年１１月には全国市長会

が「国の責任において、必要な額

を全額国費で」と記載した学校給

食の無償化の緊急意見を国に提出

したが、未だ無償化に向けた明確

な見通しは立っていない。学校給

食は教育の一環であり、無償化を

求める市民からの期待の声が相次

ぐ中、少しでも早く、かつスムー

ズにスタートできるよう、準備を

進める必要があると考えることか

ら、本市の主体的な取組について

問う 

 本市の児童への健康・心身の健やかな成長のため、精神的及び

経済的支援として、今回の学校給食費無償化をどのように進めよ

うと考えているか 

 アレルギーのある児童に対して、どのように対処しようと考え

ているか 

 不登校児童について、これまでは学校給食費を徴収しないとし

てきたが、無償化の実施にあたりどのように考えているか 

 ２０２６年４月から国の財源による学校給食費無償化が実施さ

れない場合、一時的に本市の財源を使って実施するべきと考える

がどうか 

 



 23 

 

２ 郷土資料の展示方

法等について 

 

１ 創造の杜交流館、芸術劇場内の

嚶鳴広場、平洲記念館において実

施されている郷土資料の展示が、

あちこちに統一感なく展示されて

いるように感じられる。本市の歴

史は、農業と漁業が主な産業の町

から、鉄の町へ急激に変化し、全

国各地から移り住んだ多くの人々

と共に東海市がつくり上げられて

きた。この本市の特徴をまとめて

１か所で展示することで、市民、

とりわけ子ども達に、広く本市の

歴史を学ぶ場所を提供し、文化的

側面からも愛着を育むことに繋が

ると考えることから郷土資料の展

示方法について、本市の考えを問

う 

 本市の郷土資料の展示方法についての考え方はどのようか 

 学芸員専任の職員は何人いるのか。また、専任としての仕事内

容はどのようか 

 富木島町の郷土資料館収蔵庫の資料の保存状態及び点検状況は

どのようか。また、展示物の入替状況はどのようか 

 歴史を伝える住民や本市の学芸員資格を持つ職員がいなくなる

前に、本市の歴史を整理する作業を始めて、新たな郷土資料館設

置に向けた準備を進めるべきではないか 
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３ 平和行政について １ 戦後８０年となる２０２５年に

本市は平和都市を宣言し、若者を

中心とした市民参加により、記念

の年にふさわしい取組が実施され

た。また、同年１１月には被爆者

行脚により、愛知県原水爆被災者

の会である愛友会が本市を訪問

し、平和都市宣言を歓迎されたと

ころである。今後は平和都市宣言

を内外により明確に示すととも

に、宣言文に盛り込んだ「核兵器

の脅威」という表現について、そ

の内容を具体的な施策として具現

化していくことが求められると考

えることから、今後の取組につい

て問う 

 市内外の大人や特に子ども達に広く東海市平和都市宣言をアピ

ールするために、東海市平和都市宣言の碑や看板を市役所や駅

前、各公共施設等に設置することが必要だと考えるがどうか 

 「核兵器の脅威」が現実味を帯びてきた現在、市民活動や教育

活動の場面で、核兵器の被害等、歴史的・科学的に確認された事

実について周知する機会が必要ではないか 
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質  問  者  10 坂 ゆかり 議 員 （日本共産党議員団） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 放課後児童クラブ

の充実について 

１ 放課後児童クラブに通う児童数

は、少子化が進む中であっても全

国的に増加している。本市におけ

る児童の健全育成を図るための方

策について問う 

 市内小学校で実施している放課後児童クラブの登録人数及び利

用状況の直近３年間の推移はどのようか 

 本市の放課後児童支援員の配置基準はどのようか 

 異なる学年の集団の中で、様々な特性を持った子どもたちを支

援する難しさがあると聞いているが、市として、どのような支援

をしているか 

 

２ 児童館の充実につ

いて 

１ 児童厚生員が、遊びの提供、子

育ての相談を行い、０歳から１８

歳未満の子どもがいつでも自由に

利用できる遊び場・居場所となっ

ている児童館の充実について本市

の考えを問う 

 本市の児童館の利用状況の直近３年間の推移はどのようか 

 児童館は単独では施設を更新しない方針だが、複合化後の施設

でも児童館として充実させるべきと考えるがどうか 

 複合化していく際には、利用する子どもの意見を取り入れるべ

きと考えるがどうか 

 

３ 高齢者の居場所づ

くりについて 

１ 現在、敬老の家は複合化や廃止

が進められているが、高齢者の居

場所づくり、健康づくり及び社会

参加等の場を充実するための方策

について問う 

 敬老の家及び健康交流の家の利用の多い施設及び少ない施設の

利用人数はどのようか。また、その理由をどのように分析してい

るか 

 敬老の家の複合化や機能移転する際は、らんらんバスなどの公

共交通のバス停の近くや一定の駐車場のある利便性の高い場所に

するなど、現在のように高齢者が利用しやすい機能が確保される

ようにする必要があるのではないか 

 これまでに廃止した敬老の家を利用していた高齢者の居場所づ

くりはどのように保障されているか 

 

４ 降下ばいじん対策

について 

１ 臨海部企業において、降下ばい

じんの削減対策が行われている

が、市民の生活環境の向上のた

め、さらなる降下ばいじんの削減

につなげる対策について問う 

 日本製鉄㈱名古屋製鉄所の第３焼結煙突からの煙の色が濃くな

っていると市民からの声を聞いているが、修繕等の状況を把握し

ているか 

 第３焼結煙突からの煙により降下ばいじん量にも影響があると

考えるので、対策等を申し入れる必要があると思うがどうか 
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質  問  者  11 村 瀬 進 治 議 員 （子どもたちに青い空） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備 考 

１ 小学校体育館のエ

アコン設置について 

１ 令和７年度中に市内１２小学校

の体育館にエアコンを設置するた

め、現在施工中であるが、当初よ

り設置機器の仕様及び設置方法等

について多くの疑問を指摘してき

たが、市と見解の相違が未だある

状況であり、今一度、設置方法及

び設置費用等について問う 

 体育館一階フロアに６馬力の業務用エアコンを４～６台の設置

としなかったのはなぜか 

 小学校体育館は、人以外に熱量が発生する場所ではなく、横が

約２５メートル、奥行きが約３０メートル程度であるにもかかわ

らず、５０メートル先まで空気を送るほどの、大型工場や大ホー

ルにも対応できる機器の導入を決定した理由はいかに 

 一般的に家庭用のエアコン本体が１台当たり数十万円であるに

も関わらず、約１５０万円の４馬力の業務用エアコンが、付属機

器を加えたリースにすると、約４５０万円になる理由はいかに 

 設計額から見るとエアコン本体の価格は、定価から一定程度下

がってはいるが、さらなる減額につながるような交渉実施の有無

はいかに 

 防球対策費として約３，２００万円の設計額となっており、過

大な積算であると考えるが理由はいかに 
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２ ばいじん公害につ

いて 

１ 約６０年間続いている降下ばい

じんに市南西部の市民をはじめ多

くの市民が苦しみ、さらに新たに

宅地開発された加木屋町の北社山

地区に住み始めた市民は、今後ば

いじん被害を大きく被ることにな

ると考えるが、臨海部企業への降

下ばいじん対策要請及び市が主体

的に行う市民への広報活動等につ

いて問う 

 現在も変わらず多く飛散している降下ばいじんについて、企業

への対策要請及び市民の被害状況調査の実施状況はいかに 

 北社山地区の住宅の郵便受けを確認すれば、すぐに降下ばいじ

ん被害の深刻さが分かると考えるが、調査の実施状況はいかに 

 これまで約６０年間にわたり、降下ばいじん被害を受けている

市南西部市民に対し、被害状況調査も行われず、迷惑料等の補償

もないことについて市長の考えはいかに。また、市南西部の市民

からは、西側・北側の窓には二重のシートを張り、大変な思いを

しているとの声を聞くがいかに 

 日本製鉄㈱名古屋製鉄所の第３焼結煙突からのばいじんが９月

頃から増加していると思われることについて、市は広報車を出す

考えはないとのことだが、理由はいかに。また、広報車を出さな

いことについて、市内マンションの住民から問題視する声を聞い

ているが、市の考えはいかに 

  令和７年１１月１６日の午前８時に日本製鉄㈱名古屋製鉄所の

第３焼結煙突から中部国際空港方面に黒煙が流れていたが、半年

程度の修繕に入っているとはいえ、大気中にばいじんを排出して

いることは大変問題であると考えるがいかに 

 市民への公害防止の観点から公害防止協定が締結されたと考え

るが、公害の発生状況についての市長の認識及び市民への対応は

いかに。また、公害防止協定がありながら、公害に対する市民の

安心安全が担保されていないと考えるが、市の考えはいかに 

 知多半島道路の大府東海インター東側の大府市民からもばいじ

ん等の苦情が来ていることに対し、市の認識はいかに 

 日本製鉄㈱名古屋製鉄所からの降下ばいじん被害を訴えた際、

同社から排出されたばいじんであると証明できなければ、担当者

を連れていけないと発言した職員がおり、そのような対応は不適

切であると考えるがいかに 

 公害問題について、市長を含め市職員と市民の間で話し合いが

実施された回数はいかに 
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３ ごみ指定袋制度の

見直しについて 

１ 現在のごみ指定袋制度のもと

で、多くの市民が配布されている

ごみ指定袋枚数では不足を生じ、

購入していることについて、ごみ

指定袋の等量交換を認める考えに

ついて問う 

 ごみ指定袋制度を見直し、ごみ袋種別間の等量交換ができるよ

うにすることで、市民が可燃用ごみ指定袋を年間３０万枚購入す

る必要がなくなると考えるがいかに 

 

４ 期日前投票所の設

置について 

１ 南北に長い本市の市域から考え

ると南北に期日前投票所を設置す

ることで、利便性が大きく向上す

ると考えるが、実施しないことに

ついて、市の考えを問う 

  選挙管理委員会が、未だに市南北に期日前投票所を設置しない

ことについて、設置できない理由はいかに 

 

５ 公園の利用につい

て 

１ 公園において、子どもが、野球

やサッカーのボール遊びが自由に

できる環境について問う 

  他の利用者との関係で、公園において子どもたちがボール遊び

できないことについて、市の考えはいかに 

 

６ 町内会・自治会に

ついて 

１ 市職員の町内会・自治会への関

わり方が、結果として、町内会・

自治会の活動を後退させていると

考えることについて問う 

  市職員の関わり方が不適当であるため、町内会・自治会の活動

が後退していると考えるがいかに 

 

７ 給食費の無償化に

ついて 

１ 給食費の無償化は、政府により

方針が示され、実施に向けて検討

されているところであるが、本市

独自で早期に無償化を実施しない

ことについて、市の考えを問う 

 大府市では、中学校の給食費を無償としており、さらに小学校

の給食費無償化も決定したと聞いているが、本市が小中学校の給

食費を無償化できない理由はいかに。また、無償化できないこと

について、加木屋中ノ池駅の設置費用が、約２００億円に増額し

たことの影響はいかに 

 

８ 議会だよりの発行

について 

１ 議会だよりの発行は、議会改革

の取組の中で協議されているが、

議会独自の広報紙発行には至って

おらず、市広報紙に合わせた発行

となっている。現状の発行方法に

ついて、市の考えを問う 

 現在、議会独自の広報紙は発行されておらず、市広報紙に議会

情報を掲載している状況であるが、こうした発行方法について、

市の考えはいかに 
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９ 不交付団体につい

て 

１ 本市は、全国的にも数少ない市

制施行以来の不交付団体であるこ

とについて、市の考えを問う 

  市制施行以来、不交付団体として、国からの普通交付税を受け

ていないことについて、市の考えはいかに 

 

10 職員の執務姿勢に

ついて 

１ 職員は人事異動により、様々な

部署において業務を行うこととな

るが、前所属部署における業務に

ついても関心を持ち、必要に応じ

て関わることも重要であると考え

ることについて問う 

 他部署に異動になった職員でも、前所属部署の案件について、

当事者意識を持ち、関わる姿勢が重要であると考えるがいかに 

 

11 中ノ池護岸改修工

事について 

１ 中ノ池護岸改修工事は、令和２

年度から工事が始まり、これまで

継続的に行われているが、工事費

用が高額であると考えることにつ

いて問う 

  中ノ池護岸改修工事について、令和６年度までに合計１億２，

７００万円以上かかっており、契約額が必要以上に高額であると

考えるがいかに 

 

 

 


